
代
表
質
問年度 決算額

平成30年度 2億4740万2412円
令和元年度 2億5270万4708円
令和 2年度 2億9659万3016円
令和 3年度 3億6462万3502円
令和 4年度 3億5226万5534円

道路維持補修事業 決算額

さんむ21 さんむ21 石石
いしい し

川川
かわか わ

  和和
かずか ず

久久
ひさひ さ

  議員議員

市
有
地
の
管
理

市
有
地
の
管
理

問 

　

特
定
の
行
政
目
的
の
た
め
に
使
用

し
て
い
な
い
普
通
財
産
の
う
ち
、
貸
付
け
に

よ
り
利
活
用
さ
れ
て
い
る
土
地
と
未
利
用
と

な
っ
て
い
る
土
地
の
内
訳
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

財
政
課
長　

市
が
公
有
財
産
と
し

て
保
有
す
る
土
地
の
う
ち
、
令
和
５
年
10
月

末
時
点
の
普
通
財
産
の
活
用
状
況
は
、
有
償

ま
た
は
無
償
貸
付
け
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い

る
土
地
が
14
万
１
７
８
６
平
方
メ
ー
ト
ル

（
50
・
６
％
）、
未
利
用
に
な
っ
て
い
る
土
地

が
13
万
８
１
５
３
平
方
メ
ー
ト
ル（
49
・
４

％
）と
な
っ
て
お
り
、
利
用
率
は
全
体
の
約

半
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

未
利
用
地
の
維
持
管
理
費
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

財
政
課
長　

令
和
４
年
度
実
績
額

は
、
雑
草
除
去
委
託
料
が
約
94
万
円
、
樹
木

管
理
委
託
料
が
約
50
万
円
、
施
設
改
修
工
事

費
が
約
47
万
円
、
そ
の
ほ
か
小
規
模
修
繕
費

や
土
地
改
良
賦
課
金
が
約
６
万
円
で
、
合
計

約
１
９
７
万
円
で
す
。

問 

　

未
利
用
と
な
っ
て
い
る
土
地
に
つ

い
て
、
今
後
の
取
扱
い
に
関
す
る
市
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

答 

　

財
政
課
長　

未
利
用
に
な
っ
て
い

る
土
地
に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理
費
を
縮
減
す

る
観
点
か
ら
、
積
極
的
に
処
分
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
令
和
５
年

度
は
、
旧
Ｊ
Ａ
蓮
沼
集
出
荷
場
跡
地
の
一
般
競

争
入
札
に
よ
る
売
払
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
将
来
的
な
利
用
計
画
が
な
く
、
売

払
い
に
適
し
た
規
模
や
立
地
条
件
を
備
え
て

い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
入
札
に
よ
る
売
払

い
を
行
う
た
め
の
用
地
測
量
や
鑑
定
評
価
な

ど
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

道
路
関
連
予
算

道
路
関
連
予
算

問 

　

山
武
市
は
合
併
市
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
一
般
道
路
総
量
は
近
隣
自
治
体
に
比
べ

て
多
く
、
適
切
に
維
持
管
理
を
行
う
た
め
に

は
、
た
く
さ
ん
の
費
用
と
そ
れ
ら
の
管
理
を

行
う
人
員
の
確
保
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
過

去
５
年
間
の
道

路
維
持
補
修
事

業
の
決
算
額
の

推
移
を
伺
い
ま

す
。答 

　

土
木

課
長　

本
市
の

決
算
額
の
推
移

は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。

問 

　

増
加
す
る
道
路
維
持
補
修
事
業
に

対
し
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

土
木
課
長　

地
区
等
か
ら
の
要
望

に
よ
る
維
持
補
修
の
箇
所
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
路
肩
の
崩
れ
や
舗
装
や
側
溝
の
破
損

な
ど
、
危
険
度
に
よ
り
早
急
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
、
路
肩
の
除
草
や
側
溝
清
掃
な
ど

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
様
の

一
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

　

市
内
の
多
く
の
道
路
等
は
経
年
劣
化
が
進

ん
で
お
り
、
利
用
者
の
利
便
性
や
安
全
性
を

脅
か
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
多
岐
に
わ
た

る
要
望
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
維
持
管
理

費
の
拡
充
が
必
要
で
あ
り
、
常
時
良
好
な
状

態
を
保
つ
こ
と
で
、
交
通
に
支
障
が
な
い
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。　

随
意
契
約
の
事
務
手
続
き

随
意
契
約
の
事
務
手
続
き

問 

　

小
松
地
先
土
砂
問
題
や
、
先
般
発

覚
し
た
事
業
者
へ
の
工
事
請
負
費
未
払
い
事

案
は
、
す
べ
て
随
意
契
約
に
よ
り
執
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
民
に
対
す
る
契
約
事
務
の
透
明
性
確
保

お
よ
び
早
急
な
信
頼
回
復
の
観
点
か
ら
、
市

に
お
け
る
契
約
結
果
の
公
開
方
法
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
市
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

契
約
手
続
の
公
正
性

お
よ
び
透
明
性
の
向
上
を
図
る
取
組
と
し
て
、

地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７
条
の
２
第
１

項
第
１
号
で
規
定
す
る
金
額
の
範
囲
を
超
え

て
、
随
意
契
約
を
締
結
し
た
も
の
は
、
令
和

６
年
度
契
約
分
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
道
の
危
険
箇
所

市
道
の
危
険
箇
所

問 

　

な
る
と
う
こ
ど
も
園
脇
交
差
点
の

信
号
設
置
へ
の
現
状
お
よ
び
今
後
の
見
通
し

を
伺
い
ま
す
。

答 

　

土
木
課
長　

現
在
、
成
東
２
５
９

号
線
道
路
改
良
事
業
を
進
め
て
お
り
、
令
和

６
年
９
月
ま
で
に
交
差
点
の
供
用
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
差
点
付
近
に
は
、
な

る
と
う
こ
ど
も
園
が
あ
り
、
さ
ん
む
医
療
セ

ン
タ
ー
新
病
院
の
開
院
も
控
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
千
葉
県
公
安
委
員
会
に
信
号
機
の
設

置
を
強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
信
号
設
置
に
関
す
る
正
式
な
回
答

は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
近
々
、
千
葉
県
警

察
本
部
と
現
場
立
会
い
を
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

問 

　

成
東
総
合
運
動
公
園
北
側（
上
横

地
地
先
）交
差
点
の
、
さ
ら
な
る
交
通
安
全

対
策
の
予
定
と
、
継
続
的
な
信
号
設
置
の
要

望
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

土
木
課
長　

運
転
者
へ
の
注
意
喚

起
と
し
て
、
交
差
点
の
停
止
線
付
近
に
点
灯

す
る
道
路
鋲び

ょ
う（

埋
め
込
み
式
）の
設
置
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
量
が
少
な
い
た
め
設
置
困
難

と
さ
れ
る
信
号
機
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に

千
葉
県
警
察
本
部
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
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関
連
質
問

さんむ21 さんむ21 渡渡
わたわ た

邉邉
なべな べ

  健健
けんけ ん

一一
いちい ち

  議員議員

★（仮称）こども誰でも通園制度とは★
保護者の就労要件を問わず、時間単位で利用
できる仕組みとして、令和 8年度からの本格
導入を予定する制度。より多くの人と関わる
機会が得られるとともに、育児負担の軽減や
孤立感の解消が期待できるとされる。

保
育
環
境
の
充
実

保
育
環
境
の
充
実

問 
　

保
育
士
確
保
に
向
け
た
特
別
な
取

組
が
あ
れ
ば
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

令
和
５
年
度
に

は
、
初
め
て
県
内
の
大
学
や
専
門
学
校
等
の

計
６
校
を
訪
問
し
、
学
生
の
応
募
状
況
や
進

路
先
等
の
現
状
を
伺
う
と
と
も
に
、
本
市
の

魅
力
ア
ピ
ー
ル
や
本
市
受
験
へ
の
求
人
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

問 

　

政
府
が
本
格
的
に
進
め
る「（
仮
称
）

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」に
伴
い
、
今
後

は
一
層
、
保
育
士
な
ど
の
人
材
ニ
ー
ズ
が
高

ま
り
、
本
市
で
も
不
足
す
る
こ
と
が
懸
念
さ

れ
ま
す
が
、
今
後
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

当
該
制
度
が
本

格
実
施
と
な
っ
た
場
合
、
本
市
の
現
状
を
考

え
る
と
、大
変
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

利
用
す
る
子
ど
も
の
増
加
に
伴
い
、
特
に

２
歳
児
ま
で
の
保
育
に
お
け
る
人
材
お
よ
び

施
設
の
確
保
の
ほ
か
、

従
来
の
時
間
外
利
用

や
一
時
預
か
り
等
の

利
用
者
に
対
応
す
る

た
め
の
サ
ー
ビ
ス
拡

充
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　

国
か
ら
具
体
的
な

内
容
が
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
課
題
解

決
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

市
の
債
権
管
理

市
の
債
権
管
理

問 

　

本
市
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
徴

収
率
が
、
県
内
最
下
位
と
聞
い
て
い
ま
す
。

他
市
で
は
徴
収
対
策
の
研
修
等
を
行
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
市
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

県
が
実
施
す
る
研
修

生
派
遣
制
度
を
活
用
し
、
市
の
職
員
を
県
税

務
課
に
派
遣
し
た
ほ
か
、
千
葉
県
自
治
研
修

セ
ン
タ
ー
や
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
が
開
催
す

る
徴
収
専
門
の
研
修
を
受
講
し
て
い
ま
す
。

　

税
外
債
権
で
は
、
弁
護
士
を
講
師
と
し
て

法
的
な
事
柄
の
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

市
債
権
管
理
条
例
第
４
条
に
は
、

市
長
の
責
務
と
し
て
市
の
債
権
を
適
正
に
管

理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
規
定
が
あ
り

ま
す
。

　

債
権
管
理
に
関
す
る
会
議
に
、
市
長
・
副

市
長
自
ら
が
出
席
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
も
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

私
が
先
頭
に
立
っ
て
運
営

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問 

　

徴
収
率
向
上
の
た
め
、
民
間
の
債

権
回
収
経
験
者
を
職
員
と
し
て
活
用
す
る
取

組
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

現
在
、
収
税
課
な
ど

徴
収
対
策
を
行
っ
て
い
る
部
署
で
、
そ
の
よ

う
な
雇
用
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
専
門
的

な
知
識
を
有
す
る
方
を
、
任
期
付
職
員
と
し

て
雇
用
す
る
こ
と
は
可
能
と
考
え
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
利
用
促
進

Ｊ
Ｒ
利
用
促
進

問 

　

近
年
の
Ｊ
Ｒ
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
、

鉄
道
の
利
便
性
が
悪
化
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
市
民
へ
の
影
響
を
推
察
し
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
す
る
要
望
活

動
の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

路
線
ご
と
に
関

係
す
る
自
治
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
ダ
イ
ヤ

改
正
お
よ
び
施
設
整
備
等
に
係
る
内
容
を
中

心
に
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
八
街
市
・
酒
々
井
町

と
の
２
市
１
町
で
構
成
す
る「
総
武
本
線
成

東
・
佐
倉
間
快
速
電
車
増
発
推
進
協
議
会
」

か
ら
は
、
普
通
お
よ
び
快
速
列
車
の
増
発
や

特
急
列
車
の
便
数
維
持
、
松
尾
駅
南
側
お
よ

び
日
向
駅
南
側
へ
の
Ｉ
Ｃ
専
用
改
札
の
設
置

等
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
金
市
・
大
網
白
里
市
・
九
十
九

里
町
と
の
３
市
１
町
で
構
成
す
る「
Ｊ
Ｒ
東

金
線
複
線
化
促
進
協
議
会
」か
ら
は
、
外
房

線
と
の
円
滑
な
乗
換
え
に
適
し
た
ダ
イ
ヤ
改

正
や
最
終
列
車
の
運
行
時
刻
繰
下
げ
、
成
東

駅
ゼ
ロ
番
線
ホ
ー
ム
へ
の
屋
根
設
置
等
を
要

望
し
て
い
ま
す
。

問 

　

本
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
、

特
急
列
車
が
減
便
し
、
京
葉
線
通
勤
快
速
列

車
は
各
駅
停
車
に
変
更
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、
観
光
振
興

や
移
住
定
住
対
策
を
進
め
る
う
え
で
、
地
域

公
共
交
通
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
の
役
割
は
重
要
と

考
え
ま
す
が
、
市
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

今
回
の
ダ
イ
ヤ

改
正
は
路
線
維
持
の
た
め
の
策
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
し
て
も
苦
渋
の
判
断
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
市
と
し
て
は
、
通
勤
通
学
、
観

光
、
そ
し
て
何
よ
り
市
民
の
日
常
生
活
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
特
に
影
響
が

大
き
い
京
葉
線
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
は
、

見
直
し
・
再
検
討
を
求
め
る
要
望
書
を
、
本

市
を
含
む
20
市
町
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し

提
出
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
、
改
善
要

望
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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